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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を発するか光の透過を制御する電気光学素子と、高分子材料から形成された複数の延
伸フィルムとを備えるフレキシブルな電気光学パネルであって、
　前記電気光学パネルは、前記電気光学素子の曲げ方向における曲げを生じさせるために
曲げ又は丸められるように構成され、
　前記複数の延伸フィルムは、曲げ又は丸められた前記電気光学素子の内側表面の部分に
配置された第１延伸フィルムを含み、
　前記第１延伸フィルムの主延伸軸方向が、前記電気光学パネルの曲げ方向に対して±３
０度の範囲内にある
電気光学パネル。
【請求項２】
　前記複数の延伸フィルムは、前記第１延伸フィルムの外側に配置された第２延伸フィル
ムを更に含み、
　前記第１延伸フィルムの主延伸軸方向は、前記第１延伸フィルムと前記第２延伸フィル
ムとの協働作用による外光の反射低減性能を満たす
請求項１に記載の電気光学パネル。
【請求項３】
　前記電気光学素子は、
　フレキシブル基板と、
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　前記フレキシブル基板上の薄膜トランジスタと、
　前記薄膜トランジスタ上のＯＬＥＤ層と、を備える
請求項２に記載の電気光学パネル。
【請求項４】
　前記電気光学素子は、
　前記フレキシブル基板と前記薄膜トランジスタの間のバリア層と、
　前記ＯＬＥＤ層上のカプセル封止体と、
　前記カプセル封止体上の金属封止層と、を備える
請求項３に記載の電気光学パネル。
【請求項５】
　前記電気光学素子は、前記薄膜トランジスタと前記ＯＬＥＤ層の間のカラーフィルタ層
を更に含む
請求項４に記載の電気光学パネル。
【請求項６】
　前記第１延伸フィルムは、前記フレキシブル基板下の偏光フィルムであり、
　前記第２延伸フィルムは、前記偏光フィルムと前記フレキシブル基板の間の位相差フィ
ルムである
請求項５に記載の電気光学パネル。
【請求項７】
　光を発するか光の透過を制御する電気光学素子と、高分子材料から形成された複数の延
伸フィルムを備えるフレキシブルな電気光学パネルであって、
　前記電気光学パネルは、前記電気光学素子の曲げ方向における曲げを生じさせるために
曲げ又は丸められるように構成され、
　前記複数の延伸フィルムは、曲げ又は丸められた前記電気光学素子の内側表面の部分に
配置された第１延伸フィルムを含み、
　前記複数の延伸フィルムのうち、少なくとも光を出射する側に配置されている第１延伸
フィルムの主延伸軸方向が、前記電気光学パネルの曲げ方向に対して±３０度の範囲内に
ある
電気光学パネル。
【請求項８】
　前記電気光学素子よりも、光を出射する側に配置された高分子材料から形成された延伸
フィルムである位相差フィルムと、
　前記位相差フィルムよりも、光を出射する側に配置された高分子材料から形成された延
伸フィルムである偏光フィルムとを備え、
　前記偏光フィルムの主延伸軸方向が、前記電気光学パネルのいずれかの辺の方向に対し
て±３０度の範囲内にある
請求項７に記載の電気光学パネル。
【請求項９】
　前記複数の延伸フィルムは、前記第１延伸フィルムの外側に配置された第２延伸フィル
ムを更に含み、
　前記第１延伸フィルムの主延伸軸方向は、前記第１延伸フィルムと前記第２延伸フィル
ムとの協働作用による外光の反射低減性能を満たす
請求項７に記載の電気光学パネル。
【請求項１０】
　前記電気光学素子は、
　フレキシブル基板と、
　前記フレキシブル基板上の薄膜トランジスタと、
　前記薄膜トランジスタ上のＯＬＥＤ層と、を備える
請求項９に記載の電気光学パネル。
【請求項１１】
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　前記電気光学素子は、
　前記フレキシブル基板と前記薄膜トランジスタの間のバリア層と、
　前記ＯＬＥＤ層上のカプセル封止体と、
　前記カプセル封止体上の金属封止層と、を備える
請求項１０に記載の電気光学パネル。
【請求項１２】
　前記電気光学素子は、前記薄膜トランジスタと前記ＯＬＥＤ層の間のカラーフィルタ層
を更に含む
請求項１１に記載の電気光学パネル。
【請求項１３】
　前記第１延伸フィルムは、前記フレキシブル基板下の偏光フィルムであり、
　前記第２延伸フィルムは、前記偏光フィルムと前記フレキシブル基板の間の位相差フィ
ルムである
請求項１２に記載の電気光学パネル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルおよび照明パネルを含む電気光学パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＬＥＤ（organic light-emitting diode）表示パネル、ＯＬＥＤ照明パネル、コレス
テリック液晶表示パネル、ＰＤＬＣ（高分子分散型液晶）表示パネル、電気泳動表示パネ
ルといった電気光学パネルは、電気光学素子（例えば、発光素子および液晶素子）のほか
に複数の層を有する（例えば特許文献１）。この明細書において、「電気光学素子」とは
、電気の作用により光を発する発光素子（例えばＯＬＥＤ素子）および電気の作用により
光の透過を制御する光制御素子（例えば液晶素子）を含み、「電気光学パネル」とはこの
ような電気光学素子を有するパネルを指す。
【０００３】
　近年では、フレキシブルな表示パネルおよび照明パネルが開発されており、これらのフ
レキシブルな電気光学パネルは、複数の積層されたフィルムを有し、フィルムの少なくと
もいくつかは高分子材料（例えば樹脂）から形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１５２９２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　フレキシブルな電気光学パネルには、曲げることができるベンダブルパネル、丸めるこ
とができるローラブルパネル、折りたたむことができるフォルダブルパネルがある。これ
らは、長時間変形した状態で維持すなわち放置すると、変形（すなわちカールまたは反り
）が残留し、平面状態に再展開しようとしても、元の平面状態に戻りにくいことがある。
【０００６】
　そこで、本発明は、変形させた状態で長時間放置しても、元の平面状態に復元しやすい
フレキシブルな電気光学パネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る一態様では、電気光学パネルは、光を発するか光の透過を制御する電気光
学素子と、高分子材料から形成された延伸フィルムとを備えるフレキシブルな電気光学パ
ネルであって、前記延伸フィルムの主延伸軸方向が、前記電気光学パネルのいずれかの辺
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の方向に対して±３０度の範囲内にある。
【０００８】
　本発明に係る他の一態様では、電気光学パネルは、光を発するか光の透過を制御する電
気光学素子と、高分子材料から形成された複数の延伸フィルムを備えるフレキシブルな電
気光学パネルであって、前記複数の延伸フィルムのうち、少なくとも光を出射する側に配
置されている延伸フィルムの主延伸軸方向が、前記電気光学パネルのいずれかの辺の方向
に対して±３０度の範囲内にある。
【０００９】
　この場合、電気光学パネルは、前記電気光学素子よりも、光を出射する側に配置された
高分子材料から形成された延伸フィルムである位相差フィルムと、前記位相差フィルムよ
りも、光を出射する側に配置された高分子材料から形成された延伸フィルムである偏光フ
ィルムとを備え、前記偏光フィルムの主延伸軸方向が、前記電気光学パネルのいずれかの
辺の方向に対して±３０度の範囲内にあってもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明においては、延伸フィルムを備えるフレキシブルな電気光学パネルにおいて、延
伸フィルムの主延伸軸方向が、電気光学パネルのいずれかの辺の方向に対して±３０度の
範囲内にあることにより、電気光学パネルを変形させた状態で長時間放置しても、元の平
面状態に復元しやすい。より詳しく言えば、電気光学パネルを曲げたり丸めたりする場合
には、通常、人間は、電気光学パネルの長い方の辺を曲げたり丸めたりする。延伸フィル
ムの主延伸軸方向が電気光学パネルの長手方向に±３０度の範囲内にあれば（最も好まし
くは一致していれば）、電気光学パネルを曲げたり丸めたりする場合には、多くの人間が
、延伸フィルムの主延伸軸を曲げることになる。他方、例えばスクロールタイプのプロジ
ェクタスクリーンのように、短い方の辺を曲げたり丸めたりするように設計された電気光
学パネル、および他の部品の配置のために短い方の辺を曲げたり丸めたりすると予想され
る電気光学パネルもある。このような電気光学パネルについては、延伸フィルムの主延伸
軸方向が電気光学パネルの幅方向（長手方向に直交する方向）に±３０度の範囲内にあれ
ば（最も好ましくは一致していれば）、電気光学パネルを曲げたり丸めたりする場合には
、延伸フィルムの主延伸軸を曲げることになる。延伸フィルムは、製造工程において、主
延伸軸の方向により多く変形させられているので、延伸フィルムの主延伸軸を曲げた状態
で長時間放置しても、延伸フィルム、ひいては電気光学パネルの変形はさほど多くは進行
しないと考えられる。電気光学パネルが正方形の場合には、延伸フィルムの主延伸軸方向
が、電気光学パネルのいずれかの辺の方向に対して±３０度の範囲内にあればよく、曲げ
たり丸めたりすべき方向を表すマークまたはその他のガイダンスを製品に付けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示
す断面図である。
【図２】丸めた状態の図１のＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示す側面図である。
【図３】曲げた状態の図１のＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示す側面図である。
【図４】一般的なＯＬＥＤ表示パネルを平面状に展開した状態での延伸フィルムの主延伸
軸方向を示す平面図である。
【図５】第１の実施形態に係るＯＬＥＤ表示パネルを平面状に展開した状態での延伸フィ
ルムの主延伸軸方向を示す平面図である。
【図６】他のＯＬＥＤ表示パネルを平面状に展開した状態での延伸フィルムの主延伸軸方
向を示す平面図である。
【図７】ＯＬＥＤ表示パネルの曲げ方を示す斜視図である。
【図８】第１の実施形態に係る実験の手法を示すＯＬＥＤ表示パネルの側面図である。
【図９】上記の実験での残留変形量の測定方法を説明する図である。
【図１０】第１の実施形態に係る他の実験の手法を示すＯＬＥＤ表示パネルの側面図であ



(5) JP 6826376 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

る。
【図１１】上記の実験に供した試料を示す表である。
【図１２】図８の実験の結果を示すグラフである。
【図１３】図１０の実験の結果を示すグラフである。
【図１４】延伸フィルムの主延伸軸の好適な方向範囲を調べた実験結果を示すグラフであ
る。
【図１５】図１４の実験に供した試料の角度を説明する斜視図である。
【図１６】本発明の変形例に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示す断面
図である。
【図１７】本発明の変形例に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示す断面
図である。
【図１８】本発明の変形例に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示す断面
図である。
【図１９】本発明の変形例に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネルを概略的に示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本願発明の目的、長所および新規な特徴は、添付の図面と関連する以下の詳細な説明か
らより明白になる。異なる図面において、同一または機能的に類似の要素を示すために、
同一の参照符号が使用される。図面は概略を示しており、図面の縮尺は正確でないことを
理解されたい。
【００１３】
第１の実施形態
　図１は、本発明の第１の実施形態に係るＯＬＥＤ表示パネル１を概略的に示す。図１に
示すように、ＯＬＥＤ表示パネル１は、フレキシブル基板（フレキシブルフィルム）１０
と、その上に形成されたバリア層（バリアフィルム）１２とを有する。フレキシブル基板
１０は、高分子材料、例えばポリイミドから形成されている。バリア層１２は、高分子材
料または無機材料から形成されている。
【００１４】
　バリア層１２の上には、ＴＦＴ（thin film transistor）層１４と、カラーフィルタ層
１６と、ＯＬＥＤ層１８が形成されている。詳細な図示はしないが、ＴＦＴ層１４内は、
多数のＴＦＴと、ＴＦＴを覆う層間絶縁膜を有する。また、カラーフィルタ層１６は、カ
ラーフィルタだけでなく、層間絶縁膜と、層間絶縁膜を通りＴＦＴとＯＬＥＤ層１８の電
極とを接続する配線とを有する。ＯＬＥＤ層１８は、陽極、陰極、発光層などの層を有す
る。
【００１５】
　バリア層１２には、例えばガラスまたはポリイミドから形成されたカプセル封止体２０
が接合されており、カプセル封止体２０は、ＴＦＴ層１４とカラーフィルタ層１６とＯＬ
ＥＤ層１８とを覆って保護する。さらにカプセル封止体２０の上には、金属封止層２２が
接合されている。
【００１６】
　このＯＬＥＤ表示パネル１は、ＯＬＥＤ層１８で発生した光をフレキシブル基板１０側
（すなわち図の下方）に向けて放出するボトムエミッションタイプである。フレキシブル
基板１０には、ＯＬＥＤ表示パネルの強度を向上させるため、フロントフィルム（補強フ
ィルム）２４が接着剤層２６を介して接着されている。接着剤層２６としては、感圧接着
剤（ＰＳＡ（pressure sensitive adhesive））が使用される。フロントフィルム２４は
、高分子材料、例えばポリエチレン組成物またはポリエチレンテレフタラート組成物から
形成されている。但し、接着剤層２６を排除し、フロントフィルム２４をフレキシブル基
板１０に、フロントフィルム２４の材料とフレキシブル基板１０の材料の共有結合の作用
または共有結合と分子間力の協働作用により直接接合してもよい。
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【００１７】
　図２は、丸めた状態のＯＬＥＤ表示パネル１を概略的に示し、図３は、曲げた状態のＯ
ＬＥＤ表示パネル１を概略的に示す。フレキシブルな電気光学パネルには、曲げることが
できるベンダブルパネル、丸めることができるローラブルパネル、折りたたむことができ
るフォルダブルパネルがある。ＯＬＥＤ表示パネル１は、ベンダブルパネル、ローラブル
パネル、およびフォルダブルパネルのいずれであってもよい。いずれにせよ、ＯＬＥＤ表
示パネルは、長時間変形した状態で維持すると、変形（すなわちカールまたは反り）が残
留し、平面状態に再展開しようとしても、元の平面状態に戻りにくいことがある。
【００１８】
　図４は、一般的な矩形のＯＬＥＤ表示パネルを平面状に展開した状態でのフロントフィ
ルム２４（延伸フィルム）の主延伸軸方向を示す平面図である。図面において、仮想線は
延伸フィルムの主延伸軸の方向を表す。この明細書において、延伸フィルムは、一軸延伸
フィルムでも二軸延伸フィルムでもよい。「主延伸軸方向」とは、一軸延伸フィルムにと
っては唯一の「延伸軸方向」であり、二軸延伸フィルムにとっては、互いにほぼ直交する
二つの延伸軸方向のうち、延伸工程でフィルムがより大きく延伸された方向（すなわち、
厚さ方向により収縮された方向）である。従来は、主延伸フィルムの主延伸軸方向にはＯ
ＬＥＤ表示パネルの製造者の注意が払われておらず、図４に示すように、一般的なＯＬＥ
Ｄ表示パネルでは、延伸フィルムの主延伸軸方向は、ＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に対
して、ほぼ±４５度以内であることが多い。
【００１９】
　図５は、第１の実施形態に係る矩形のＯＬＥＤ表示パネル１を平面状に展開した状態で
のフロントフィルム２４（延伸フィルム）の主延伸軸方向を示す平面図である。図５に示
すように、第１の実施形態に係るＯＬＥＤ表示パネル１では、延伸フィルムの主延伸軸方
向は、ＯＬＥＤ表示パネル１の長手方向に一致する。
【００２０】
　図６は、他の矩形のＯＬＥＤ表示パネルでのフロントフィルム２４（延伸フィルム）を
平面状に展開した状態での主延伸軸方向を示す平面図である。このＯＬＥＤ表示パネルで
は、延伸フィルムの主延伸軸方向は、ＯＬＥＤ表示パネルの幅方向に一致する。
【００２１】
　ＯＬＥＤ表示パネルを変形させた状態で長時間放置しても、元の平面状態に復元しやす
くするには、図５に示す第１の実施形態のように、延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬＥ
Ｄ表示パネルの長手方向に一致するのが好ましい。より詳しく言えば、ＯＬＥＤ表示パネ
ルを曲げたり丸めたりする場合には、通常、人間は、ＯＬＥＤ表示パネルの長い方の辺を
曲げたり丸めたりする。図７を参照すると、図７の左側に示すように、長い方の辺を曲げ
たり丸めたりする人間は多いが、図７の右側に示すように、短い方の辺を曲げたり丸めた
りする人間は少ない。延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に一
致していれば、ＯＬＥＤ表示パネルを曲げたり丸めたりする場合には、多くの人間が、延
伸フィルムの主延伸軸を曲げることになる。延伸フィルムは、製造工程において、主延伸
軸の方向により多く変形させられているので、延伸フィルムの主延伸軸を曲げた状態で長
時間放置しても、延伸フィルムひいてはＯＬＥＤ表示パネルの変形はさほど多くは進行し
ないと考えられる。
【００２２】
　以上の効果を確認するためのいくつかの実験を行った。実験の一つの手法では、図８に
示すように、４ｍｍの間隔をおいた平行な２枚のガラス板３０，３２の間に、曲げた状態
の試料３４を挟んで６０℃の温度で２４時間放置した。すると、図９に示すように、試料
３４には変形が残留した。変形を有したままの試料３４の長さ（または幅）Ｌ１は、初期
の平面状態の試料３４の長さ（または幅）Ｌより短かった。そして、式（１）に従って、
残留変形量Ｒを計算した。
　Ｒ＝（Ｌ－Ｌ１）／Ｌ　　　（１）
【００２３】
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　実験のもう一つの手法では、図１０に示すように、直径６０ｍｍの剛体の円筒３３に、
試料３４を巻き付けて６０℃の温度で２４時間放置した。やはり試料３４には変形が残留
した。式（１）に従って、残留変形量Ｒを計算した。
【００２４】
　両方の実験の前に、偏光顕微鏡を用いたクロスニコル法で延伸フィルムを観察し、主延
伸軸の方向を判断した。
【００２５】
　実験に供した試料の詳細を図１１に示す。試料１は、ポリエチレンテレフタラート（Ｐ
ＥＴ）組成物のみから構成された延伸フィルムであり、その厚さは５０μｍである。ポリ
エチレンテレフタラート組成物とは、ポリエチレンテレフタラートを主成分とし、他の添
加物を含む組成物である。試料２も、ＰＥＴ組成物のみから構成された延伸フィルムであ
り、その厚さは１００μｍである。試料３は、図８および図１０に示すように、ＰＥＴ組
成物の２枚の延伸フィルム３６，３７と、それらを接合する感圧接着剤（ＰＳＡ）の接着
剤層３８からなるパネルである。試料４も同様の構成のパネルである。但し、試料３では
、２枚のフィルムの主延伸軸の方向が同一であるのに対して、試料４では、２枚のフィル
ムの主延伸軸の方向が直交する。
【００２６】
　図１２は、図８の実験の結果を示すグラフである。図１２の曲げ方ｘは、試料１，２，
３をその主延伸軸を曲げるように曲げたことを示し、かつ試料４をその内側の延伸フィル
ム３６（図８参照）の主延伸軸を曲げるように（つまり外側の延伸フィルム３７の主延伸
軸に直交する軸を曲げるように）曲げたことを示す。曲げ方ｙは、試料１，２，３をその
主延伸軸に直交する軸を曲げるように曲げたことを示し、かつ試料４をその内側の延伸フ
ィルム３６（図８参照）の主延伸軸に直交する軸を曲げるように（つまり外側の延伸フィ
ルム３７の主延伸軸を曲げるように）曲げたことを示す。
【００２７】
　図１３は、図１０の実験の結果を示すグラフである。図１３の曲げ方ｘは、試料１，２
，３をその主延伸軸を曲げるように曲げたことを示し、かつ試料４をその内側の延伸フィ
ルム３６（図１０参照）の主延伸軸を曲げるように（つまり外側の延伸フィルム３７の主
延伸軸に直交する軸を曲げるように）曲げたことを示す。曲げ方ｙは、試料１，２，３を
その主延伸軸に直交する軸を曲げるように曲げたことを示し、かつ試料４をその内側の延
伸フィルム３６（図１０参照）の主延伸軸に直交する軸を曲げるように（つまり外側の延
伸フィルム３７の主延伸軸を曲げるように）曲げたことを示す。
【００２８】
　図１２および図１３から明らかなように、曲げ方ｘの残留変形量は、曲げ方ｙの残留変
形量よりもかなり小さかった。つまり単層の延伸フィルムである試料１，２については、
その主延伸軸を曲げた方が、その主延伸軸に直交する軸を曲げた方よりも残留変形量が小
さかった。主延伸軸の方向を揃えた複数の延伸フィルムを有する試料３については、その
主延伸軸を曲げた方が、その主延伸軸に直交する軸を曲げた方よりも残留変形量が小さか
った。主延伸軸の方向が直交する複数の延伸フィルムを有する試料４については、その内
側の延伸フィルム３６（図８、図１０参照）の主延伸軸を曲げた方が外側の延伸フィルム
３７の主延伸軸を曲げた方よりも残留変形量が小さかった。複数層の試料４は、曲げ方ｘ
で曲げた場合、単層の試料１，２よりも残留変形量が小さかった。
【００２９】
　通常、人間は、ＯＬＥＤ表示パネルの長い方の辺を曲げたり丸めたりするので、延伸フ
ィルムの主延伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に一致することが好ましいことを
上述した。図１２および図１３に示す通り、実験の結果から、単層の試料１，２について
は、延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に一致することが好ま
しいことが確認され、複数層の試料３については、複数の延伸フィルムの主延伸軸方向が
ＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に一致することが好ましいことが確認された。また、主延
伸軸方向が異なる複数層の試料４については、内側の延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬ
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ＥＤ表示パネルの長手方向に一致することが好ましいことが分かった。
【００３０】
　図１４は、延伸フィルムの主延伸軸の好適な方向範囲を調べた実験結果を示すグラフで
ある。この実験では、厚さ５０μｍのＰＥＴ組成物のみから構成された延伸フィルム、す
なわち試料１と同じタイプの試料を使用し、図１０に示すように、直径６０ｍｍの剛体の
円筒３３に、試料３４を巻き付けて６０℃の温度で２４時間放置した。実験の前に、偏光
顕微鏡を用いたクロスニコル法で延伸フィルムを観察し、主延伸軸の方向を判断し、図１
５に示すように円筒３３の周方向Ｃに対する主延伸軸の方向Ｓの角度αが異なる試料を準
備した。試料の角度αは、－２５度、０度、３０度、４５度、６０度、７０度、９０度で
あった。
【００３１】
　図１４に示すように、角度αが０度の場合に残留変形量は最小であり、このことは予想
通りである。角度αがー２５度、３０度の場合、残留変形量の顕著な相違はないが、αが
３０度と４５度では残留変形量が顕著に相違する。角度の正負は重要ではなく、絶対値が
同じであれば、残留変形量は同じと考えられる。
【００３２】
　図１４の結果から、角度αが±３０度の範囲内にあることが好ましい。以上より、上記
の単層の試料１，２については、延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長
手方向に対して±３０度の範囲内にあることが好ましく、複数層の試料３については、複
数の延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に対して±３０度の範
囲内にあることが好ましい。また、主延伸軸方向が異なる複数層の試料４については、内
側の延伸フィルムの主延伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に対して±３０度の範
囲内にあることが好ましい。
【００３３】
　以上のことから、より一般化して言えば、電気光学素子と、高分子材料から形成された
延伸フィルムを備えるフレキシブルな電気光学パネルにおいて、延伸フィルムの主延伸軸
方向が、電気光学パネルの長手方向に対して±３０度の範囲内にあると、電気光学パネル
を変形させた状態で長時間放置しても、元の平面状態に復元しやすいと言える。
【００３４】
　ＯＬＥＤ表示パネルを曲げたり丸めたりする場合には、通常、人間は、ＯＬＥＤ表示パ
ネルの光を出射する側を内側にして曲げたり丸めたりする。したがって、主延伸軸方向が
異なる複数層の試料４については、光を出射する側に配置されている延伸フィルムの主延
伸軸方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に対して±３０度の範囲内にあることが好まし
い。
【００３５】
他の変形
　延伸フィルムの主延伸軸方向が電気光学パネルの長手方向に±３０度の範囲内にある（
最も好ましくは一致する）ことが好ましいことを上述した。しかし、例えばスクロールタ
イプのプロジェクタスクリーンのように、短い方の辺を曲げたり丸めたりするように設計
された電気光学パネル、および他の部品の配置のために短い方の辺を曲げたり丸めたりす
ると予想される電気光学パネルもある。このような電気光学パネルについては、延伸フィ
ルムの主延伸軸方向が電気光学パネルの幅方向（長手方向に直交する方向）に±３０度の
範囲内にあれば（最も好ましくは一致していれば）、電気光学パネルを曲げたり丸めたり
する場合には、延伸フィルムの主延伸軸を曲げることになる。したがって、この場合には
、延伸フィルムの主延伸軸方向が電気光学パネルの幅方向に±３０度の範囲内にある（最
も好ましくは一致する）ことが好ましい。
【００３６】
　電気光学パネルが正方形の場合には、延伸フィルムの主延伸軸方向が、電気光学パネル
のいずれかの辺の方向に対して±３０度の範囲内にあることが好ましい。この場合、曲げ
たり丸めたりすべき方向を表すマークまたはその他のガイダンスを製品に付けてもよい。
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【００３７】
　図１６は、本発明の変形例に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネル４１を概略的に示
す断面図である。このＯＬＥＤ表示パネル４１は、ボトムエミッションタイプであり、外
光反射を低減するために、フレキシブル基板１０よりも光を出射する側に配置された位相
差フィルム４２と、位相差フィルム４２よりも光を出射する側に配置された偏光フィルム
４４とを有する。位相差フィルム４２と偏光フィルム４４は、高分子材料から形成された
延伸フィルムである。位相差フィルム４２はフレキシブル基板１０に接着剤層２６を介し
て接着され、偏光フィルム４４は位相差フィルム４２に接着剤層２６を介して接着されて
いる。但し、接着剤層２６を排除し、位相差フィルム４２をフレキシブル基板１０に、位
相差フィルム４２の材料とフレキシブル基板１０の材料の共有結合の作用または共有結合
と分子間力の協働作用により直接接合してもよく、偏光フィルム４４も位相差フィルム４
２に対して同様に直接接合してもよい。
【００３８】
　図１６のＯＬＥＤ表示パネル４１については、位相差フィルム４２よりも光を出射する
側に配置され、曲げられるときにより内側に配置されると想定される偏光フィルム４４の
主延伸軸方向が、ＯＬＥＤ表示パネル４１のいずれかの辺の方向に対して±３０度の範囲
内にあると好ましい。位相差フィルム４２は、位相差フィルム４２の主延伸軸方向を考慮
して配向するのではなく、偏光フィルム４４との協働作用による外光の反射低減性能を満
たすように、配向することが好ましい。つまり、位相差フィルム４２については、主延伸
軸方向ではなく、光学特性を優先させるべきである。
【００３９】
　図１７は、本発明の変形例に係るフレキシブルなＯＬＥＤ表示パネル５１を概略的に示
す断面図である。このＯＬＥＤ表示パネル５１は、トップエミッションタイプであり、外
光反射を低減するために、フレキシブル基板１０よりも光を出射する側に配置された位相
差フィルム４２と、位相差フィルム５４よりも光を出射する側に配置された偏光フィルム
５６とを有する。位相差フィルム５４と偏光フィルム５６は、高分子材料から形成された
延伸フィルムである。位相差フィルム５４は、カラーフィルタ層１６上のフレキシブル基
板５３に接着剤層２６を介して接着され、偏光フィルム５６は位相差フィルム５４に接着
剤層２６を介して接着されている。但し、接着剤層２６を排除し、位相差フィルム５４を
フレキシブル基板５３に、位相差フィルム５４の材料とフレキシブル基板５３の材料の共
有結合の作用または共有結合と分子間力の協働作用により直接接合してもよく、偏光フィ
ルム５６も位相差フィルム５４に対して同様に直接接合してもよい。
【００４０】
　また、フレキシブル基板１０には接着剤層２６を介してバックフィルム５２が接着され
ている。接着剤層２６を排除し、バックフィルム５２をフレキシブル基板１０に、バック
フィルム５２の材料とフレキシブル基板１０の材料の共有結合の作用または共有結合と分
子間力の協働作用により直接接合してもよい。
【００４１】
　図１７のＯＬＥＤ表示パネル５１については、位相差フィルム５４よりも光を出射する
側に配置され、曲げられるときにより内側に配置されると想定される偏光フィルム５６の
主延伸軸方向が、ＯＬＥＤ表示パネル５１のいずれかの辺の方向に対して±３０度の範囲
内にあると好ましい。位相差フィルム５４は、位相差フィルム５４の主延伸軸方向を考慮
して配向するのではなく、偏光フィルム５６との協働作用による外光の反射低減性能を満
たすように、配向することが好ましい。つまり、位相差フィルム５４については、主延伸
軸方向ではなく、光学特性を優先させるべきである。
【００４２】
　偏光フィルム５６と同じく、フレキシブル基板５３の主延伸軸方向は、ＯＬＥＤ表示パ
ネル５１のいずれかの辺の方向に対して±３０度の範囲内にあると好ましいが、これには
限定されない。バックフィルム５２の主延伸軸方向も、ＯＬＥＤ表示パネル５１のいずれ
かの辺の方向に対して±３０度の範囲内にあると好ましいが、これには限定されない。
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　上記の説明は、人間が電気光学パネルの光を出射する側を内側にして曲げたり丸めたり
することを想定している。しかし、電気光学パネルの光を出射する側を外側にして曲げた
り丸めたりするもありうる。このような場合には、主延伸軸方向が異なる複数層の電気光
学パネルについては、光を出射する側と反対側に配置されている延伸フィルムの主延伸軸
方向がＯＬＥＤ表示パネルの長手方向に対して±３０度の範囲内にあることが好ましい。
この場合、どちら側を内側に曲げたり丸めたりすべきかを表すマークまたはその他のガイ
ダンスを製品に付けてもよい。
【００４４】
　光を出射する側を外側にして曲げたり丸めたりすることを想定すると、図１６のＯＬＥ
Ｄ表示パネル４１については、曲げられるときに偏光フィルム４４より内側に配置される
と想定される位相差フィルム４２の主延伸軸方向が、ＯＬＥＤ表示パネル４１のいずれか
の辺の方向に対して±３０度の範囲内にあると好ましい。偏光フィルム４４は、偏光フィ
ルム４４の主延伸軸方向を考慮して配向するのではなく、位相差フィルム４２との協働作
用による外光の反射低減性能を満たすように、配向することが好ましい。同じ理由で、図
１７のＯＬＥＤ表示パネル５１については、曲げられるときに偏光フィルム５６より内側
に配置されると想定される位相差フィルム５４の主延伸軸方向が、ＯＬＥＤ表示パネル５
１のいずれかの辺の方向に対して±３０度の範囲内にあると好ましい。偏光フィルム５６
は、位相差フィルム５４の主延伸軸方向を考慮して配向するのではなく、位相差フィルム
５４との協働作用による外光の反射低減性能を満たすように、配向することが好ましい。
【００４５】
　図１６および図１７のＯＬＥＤ表示パネル４１，５１には、カラーフィルタ層１６が設
けられているが、図１８および図１９に示すように、カラーフィルタ層１６を排除しても
よい。
【００４６】
　実施形態として、ＯＬＥＤ表示パネルを例として説明したが、コレステリック液晶表示
パネル、ＰＤＬＣ表示パネル、電気泳動表示パネル、または照明パネルのような他の電気
光学パネルにも本発明を適用することができる。
【符号の説明】
【００４７】
１，４１，５１　ＯＬＥＤ表示パネル、１０　フレキシブル基板（フレキシブルフィルム
）、１２　バリア層（バリアフィルム）、１４　ＴＦＴ層、１６　カラーフィルタ層、１
８　ＯＬＥＤ層、２０　カプセル封止体、２２　金属封止層、２４　フロントフィルム（
補強フィルム）、２６，３８　接着剤層、３０，３２　ガラス板、３４　試料、３３　円
筒、３６，３７　延伸フィルム、４２，５４　位相差フィルム、４４，５６　偏光フィル
ム、５２　バックフィルム、５３　フレキシブル基板。
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